
研修会オンライン化の検討 ～YouTube Live の場合～ 

メリット 

☆ 視聴者側がアカウント等の作成する必要がなく閲覧が容易。 

☆ 視聴者側の環境がよほど悪くない限り安定して見やすい。 

☆ アーカイブを残せるため映像・音声両方での記録ができる。 

 

デメリット 

 ★ 配信者側の必要機材が多くはじめる敷居が高い。 

 ※iPhone・iPad などで手軽に配信できるが、その場合チャンネル登録者 1000 人以上 必要。 

 ★ 双方向での音声でのやり取りができず配信者側の一方通行になりがち。 

コメントで連絡を取り合うことは可能。 

 

＜必要なもの＞ 

① 配信のための YouTube アカウント 

※会員のみが視聴できるよう公開設定は限定公開（リンクが知っている人のみ閲覧可能） 

事務研ホームページのパスワード入力後にリンクを置くか、埋め込み。 

 

＜必要な機器＞ 

・PC もしくは Chormebook などのタブレットなど 

  配信時の遅延等を避けるため、できる限り高性能なものが望ましい  

  PC であれば Core i5 以上（世代にもよるが）、メモリ 8GB 以上  

 

・Wifi or LAN 環境 通常実測値で 20Mbps 以上出るものであれば回線が安定する 

 

映像面 

・ビデオカメラ・一眼カメラ(HDMI 出力可能なもの)・高品質な WEB カメラ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

PC・タブレット端末にカメラがついているのであれば状況によっては不要。 



・キャプチャボード ビデオカメラ・一眼カメラの映像を PC 画面に移す。WEB カメラには不要。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

音声面 

・コンデンサーマイク（集音マイク）・ 

 指向性が広く、広範囲＆高音質での集音が可能。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・オーディオインターフェース（ループバックできるもの） 

  PC ⇒ オーディオインターフェース ⇒ コンデンサーマイクの順で接続 

  オーディオインターフェースがあると PC の音（動画・プレゼンの音など）を配信側に返すことができる。 

  ※これがなくても疑似的なミキサーソフトで代用は可能。操作は複雑化するが 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務研の予算で捻出可能か？ 



研修会オンライン化の検討 ～Zoom の場合～  

メリット 

☆ 参加者側がアカウント等の作成する必要がない。※ID＆パスワードの入力は必要。 

☆ 音声・コメント・映像を通じて双方向のやりとりができる。 

☆ 配信者側の必要な機材が YouTube Live と比較すると少なくて済む。 

☆ 画面共有機能で画面・音声の共有が可能 

☆ グループディスカッション機能がある 

 

デメリット 

 ★ 回線の送受信・複数アカウントの参加などのため配信者・参加者側の回線速度が 

   ある程度必要になる。 20Mbps 以上は欲しい。 

 ★ 配信者側は有料アカウントを取得する必要がある。 

 ★ 参加者も Zoom の操作に慣れていなければ操作に戸惑う。 

 

＜必要なもの＞ 

① 配信者側の Zoom 有料アカウント 

 

＜必要な機器＞ 

・PC もしくは Chormebook などのタブレット  

  配信時の遅延等を避けるため、できる限り高性能なものが望ましい  

   

・Wifi or LAN 環境 通常実測値で 20Mbps 以上出るものであれば回線が安定する 

 

映像面 

・ビデオカメラ・一眼カメラ(HDMI 出力可能なもの)・高品質な WEB カメラ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

PC・タブレット端末にカメラがついているのであれば状況によっては不要。 



 

 

音声面 

・コンデンサーマイク（集音マイク）USB 接続タイプでも可能 

 指向性が広く、広範囲＆高音質での集音が可能。 

 

 

PC・タブレット端末にマイクが内蔵されているのであればなくても良いが、音質は悪い。 

 

敷居が低いのは Zoom。 

取り組みやすいが、研修内容によっては YouTube Live・Zoom を使い分けて行えるとよい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


